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楽しむことをおそれないで

楽しい！とは？



Old age is to be enjoyed not endured.

老いるとは楽しむこと、

耐えることではない。

高齢者ケア省

ブロンウィン・ビショップ大臣

「高齢化するオーストラリアの国家戦略」

1999年 ビショップ大臣来日インタビューより



「老いる」ことのイメージ

We don’t stop playing
                because we get old.
We get old because
              we stop playing 

私たちは

「老いるから遊ばなくなる」ではなく

「遊ばなくなるから老いる」のだ。

バーナード・ショー（イギリス／現アイルランド）の言葉より

「楽しむ」にはリスクを伴う。だから

人は「楽しむ」をおそれる。

George Bernard Shaw
1856-1950

アイルランド生まれの劇作家、教育家
１９２８年にノーベル文学賞

Liberty means responsibility. That is why 
most men dread it. 

自由とは責任を意味する。だから
たいていの人間は自由をおそれる。



オーストラリア連邦政府

2019年7月1日より

本人の

尊厳と
選択

日常生活
のサポート

利用者と共に
調査と計画

身体的ケアと
医療ケア

事業者による
ケアと環境

（施設）

意見や
苦情申し立て

人材と
専門教育

事業者の
ガバナンス

芹澤隆子



オーストラリアの新しい高齢者介護の「質の評価基」準（2019.07.01.より）
Aged Care Quality Standards

＜Standard 1＞Consumer dignity and choice

Consumer outcome: 私は：
尊厳と敬意をもって待遇され、私のアイデンティティを維持することができる。私は自分
のケアやサービスについて、十分な情報に基づいた選択をし、自分が選んだ人生を
生きることができる。

Organisation statement： 事業者は：
a）利用者を社会的仲間として尊重する文化を持つ。

b）利用者が選択と自立を行使するのを支援する。

c）利用者のプライバシーを尊重する。

2019年7月1日より

利用者の尊厳と選択



オーストラリアの新しい高齢者介護の「質の評価」の基準（2019.07.01.より）
Aged Care Quality Standards

Requirements（必要条件） 事業者は次のことを要求される
a）各利用者は尊厳と敬意をもって扱われ、彼らのアイデンティティ、文化、多様性を
 大切にする。

b）ケアとサービスは文化的に安全である（人種等による差別を受けない）。

c）各利用者は、以下を含む選択と自立を行使することがサポートされている。

i）自分のケアとケア方法について決定を下す。そしてサービスが提供される。

ii）家族、友人、介護者や他の人たちが彼らのケアの決定に関わっているべきである。

iii）彼らの決定を伝達し、

iv）親密な関係を含む他者とつながりを構築し、選択した（好みの）人間関係を維持。

d）各利用者は、彼らが可能な限り最善の生活を送ることができるようにするため、
リスクを負うことを支持されている。

e）各利用者に提供される情報は、最新かつ正確でタイムリーに、
   明確で理解しやすい方法で伝達され、本人が選択を行使することを可能にする。

f）各利用者のプライバシーは尊重され、個人情報は秘密に保持されている。

2019年7月1日より



The residential community

２０２５年７月に
スタンダードが強化される。 Independence

autonomy

自立と
自律

食事を
楽しむ

私は尊重され、自分の人生を
選択できる



2025年7月から“強化されるスタンダード”（Draft）

• Standard 1: The Person

私は尊厳と尊敬をもって扱われ、いかなる差別からも解放されて生きる権利があります。

私は自分のケアやサービスについて決定し、必要なときにサポートを受けることができます。

事業者は、高齢者介護を受ける人々と協力し、サービスが彼らのニーズや 

Preferences(好むこと、優先させたいこと)に合うようにしなければならない。

これはパーソン・センタード・ケアとして知られている。

高齢者は、自分の目標を達成し、自立と生活の質を維持するために、リスクに対する尊

厳を行使できるよう支援される。

• Standard 2: The Organisation (事業者に期待されること)

• Standard 3: The Care and Services 
効果的なアセスメントとプランニング、コミュニケーションとコーディネーションは、基準2で述べられてい

るように、強力にサポートされた労働力に依存しており、高齢者のニーズを満たし、高齢者の好み

（Preferences）に合わせ、高齢者が最良の生活を送ることをサポートする質の高いケアとサービス

を提供するために不可欠である。



• Standard 4: The Environment
高齢者、その家族、介護者、労働者を守るためのサービス提供の中核をなす物理的な環境

• Standard 5: Clinical Care (臨床ケア)

優れた臨床ケアは、高齢者のQOL、機能維持を最適化することができる。
健康とウェルビーイングを向上させることは、楽しく（enjoyable）人生に意味を与える活動に
継続的に参加することを支える)

• Standard 6: Food and Nutrition（食事と栄養）

• Standard 7: The Residential Community 

2025年7月からスタンダードが強化される。



Standard 7: 

The Residential Community

• 施設サービスに入居すると、施設のコミュニティ（Residential Community）が
生活の中心になる。

• 高齢者が居住コミュニティで安全でくつろげること、自分らしいこと(自分のしたいこと)をする
機会のあることが重要である。

• 有意義な活動とは、趣味やコミュニティ・グループに参加すること、友人や家族に会うこと、
ガーデニングや料理、テーブルセッティングなど居住コミュニティに貢献する活動などである。

・高齢者が評価すること

私は、自分のしたいことをし、自分のコミュニティとの関係やつながりを維

持するためにサポートを受けている。

私は、介護の継続性と住居の安全性が提供されている。

ＲＴが
特に注目している

項目



Dignity of risk

リスクの尊厳とは、

人には「自分で選んだ人生を生きる権利」があると
いうことである。

これは、たとえその選択に多少のリスクが伴うとしても
適用される。

2024年 オーストラリア政府が発表した
「高齢者介護の質の基準」
強化のためのドラフトより



この冊子は、あなたの高齢者ケアの消費者としての
権利と、それをどのように行使したらよいかをお知らせ
するものです。それはまた、あなたの高齢者ケアの
消費者としての責任をも、いくつか含んでいます。

「権利憲章」
ブックレット

私はこれらの権利を持っている：

1.安全で質の高いケアを受ける

2.尊厳と尊敬をもって待遇される

3.私の独自性や文化、多様性は尊重され、支援される

4.虐待や放置をされない

5.私へのケアサービスについて、分かりやすく知らされる

6.私自身や私の権利・ケアサービスはすべて知らされる

7.自分のケア、個人的・社会的生活について、個人的なリスクを伴う場合も

含めて、コントロールし、選択する権利がある

8.自分の日常生活のあり方や財産・財務について自分で管理し決定する

9.私の独立性

10.話を聴いてもらえて、理解してもらえる

11.私の選択した人に、私の擁護、支援、代弁してもらう

12.私には報復されることなく苦情を申し立てる権利があり、苦情を公正かつ

迅速に処理される権利がある

13.私のプライバシーや個人情報が守られる

14.自分の待遇に悪影響を与えることなく、権利を行使する権利を有す

あなたのケアの提供に関わるすべての人はあなたの権利を
尊重しなければなりません。

芹澤隆子



ニュージーランドの「権利憲章」

◼ Respect 尊敬をもって待遇される

◼ Fair Treatment 公平に待遇される

◼ Dignity and Independence 尊厳と独立

◼ Proper Standards 適切な基準

◼ Communication 意思疎通

◼ Information十分な情報提供

◼ It’s Your Decision 自己決定

◼ Support 事情に応じた支援

◼ Teaching and Research指導と研究

◼ Complaints 不服申し立て→改善に役立つ

ニュージーランドの公用語
英語・マオリ語・手話



監査の対象となる Diversional and Recreational Therapy



老人福祉法

第一条 この法律は、老人の福祉に関する原理を明らかにするとともに、老人
に対し、その心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な措置を講じ、も
つて老人の福祉を図ることを目的とする。

第二条 老人は、多年にわたり社会の進展に寄与してきた者として、かつ、豊
富な知識と経験を有する者として敬愛されるとともに、生きがいを持てる健全
で安らかな生活を保障されるものとする。

第三条 老人は、老齢に伴つて生ずる心身の変化を自覚して、常に心身の健康
を保持し、又は、その知識と経験を活用して、社会的活動に参加するように努
めるものとする。

老人は、その希望と能力とに応じ、適当な仕事に従事する機会その他社会的活
動に参加する機会を与えられるものとする。

責任者は誰？
主人公は誰？



ダイバージョナルセラピー／DT とは？

「ダイバージョナルセラピー／ＤＴ」…言葉の意味

DTのルーツと歴史

DTの理念と意味

DTの実践 (日本と海外)

日本とオーストラリア & ニュージーランドの社会的背景



はじめまして、せりざわです。

芹 澤 隆 子 （せりざわ たかこ）

➢ 好奇心満々、人と会うこと＆書くことが好き→取材記者・編集者

➢ ２８年前に、編集プロダクション・有限会社ウェル・プラネット設立

➢ １９９４年オーストラリアへ取材に→高齢者ケアとコミュニティに関心

→１９９８年ダイバージョナルセラピーとの出会い→ 英語しゃべれないの

に度胸はあった→２００１年に会員登録

➢ ２００２年NPO日本ダイバージョナルセラピー協会設立

➢ ニュージーランドＤＴ協会とも交流→２０１７年 国際TR連盟会員

➢ 実践が好きで、日本にＤＴを広めたくて→各地でＤＴコンサルタント

➢ ＤＴレクチャラー（北海道文教大学・作業療法学科のゲスト講師）

 



Diversional Therapyのダイバージョンとは？

Diversion＝①別の道(方向)に転換する

②注意をそらす

③気晴らし 娯楽

④飽きさせない

⑤工事などの迂回路

※urinary diversion＝尿路変向



Diversional Therapyのセラピーとは？
• その人が、よりよく、心地よく生きるために、

意味のあることは、すべて“セラピー”となりうる。

• 例えば、新聞を読むことも、花を育てることも、

その人の身体的、感情的、社会的、スピリチュアルに

よい影響をもたらすなら、それは“セラピー”といえる。

• ダイバージョナルセラピーでは、

このようなセラピーを意図的(Assessment)、

計画的(design) に用いて、一人ひとりにアプローチする。

（芹澤隆子）



ダイバージョナルセラピーはHealth分野の専門職 (ルーツと変遷)

• いつ？ どこで？誰が始めたの？→協会設立まで
1945年にオーストラリア(シドニー)の赤十字の傷痍軍人へのリハビリテーションに従事していた職員に、工
作やレクリエーションの訓練が始まった。

• 1976年、その修了生たち７人によって「ダイバージョナルセラピー協会」が設立され、８０年代に高齢者施
設のレクリエーションオフィサーたちも加わって、各州に協会が設立された。

• ニュージーランドでは、高齢者施設のボランティア“Tea Lady”の気づきから。

• 全国統一組織として全国高齢者ケア連盟に加盟へ→プロフェッショナルの道へ
2010年、National Aged Care Alliance”と“Health Care Union”に加盟して社会的地位の確立へ（医
師会、看護師協会、ＰＴ・ＯＴ協会、アルツハイマー協会等のプロ集団）

• DT＆Therapeutic Recreation と国際連携へ
2017年2月にDiversional Therapy & Therapeutic Recreation International Coalitionを結成 (オース
トラリア・ニュージーランド・アメリカ・カナダ・イギリス・日本・南アフリカ)

• 2022年に名称変更→ Australian Recreational Therapy Association (ARTA) → Allied Health へ

• NZは、New Zealand Society of Diversional and Recreational Therapists Inc. (NZSDRT)



What is Diversional Therapy?

Recreational Therapy is a 
client-centred practice that 
recognises the right of all 
individuals to access and 
engage in leisure and 
recreational experiences.

レクリエーショナルセラピーは、すべての

人がレジャーやレクリエーションに参加

する権利を認める、クライアント中心

の実践です。

ダイバージョナルセラピスト＆レクリエーショ

ナルセラピストは、地域の多様な人々の

生活を豊かにする専門家です。身体障

害、精神衛生上の課題、発達障害、ま

たは加齢に関連した症状を持つ人々と

関わる。また、支援や指導を必要とする

子供や青少年とも関わる。創造的で刺

激的な活動を通して、クライアントの自己

成長、社会的包摂〈social inclusion〉、

幸福の達成を支援します。

芹澤隆子



ダイージョナルセラピーとは、

各個人が、いかなる状態にあっても

自分らしくよりよく生きたいという

願望を実現する機会を持てるよう、

その独自性と個性を尊重し、

援助するために、

「事前調査→計画→実施→事後評価」の

プロセスに基づいて、各個人の

“楽しみ”と“ライフスタイル”にフォーカスする

全人的アプローチの思想と実践である｡

日本ダイバージョナルセラピー協会



DTワーカーは

利用者も職員も

楽しめる環境づくりの

リーダー！



ダイバージョナルセラピーワーカー養成講座 (8日：48時間） 

Subjects

ダイバージョナルセラピー 原論と概論

ダイバージョナルセラピー 実践のプロセス

ダイバージョナルセラピーにおけるライフスタイルのケア

ダイバージョナルセラピーにおけるレジャー＆レクリエーション

オーストラリア／ニュージーランドにおけるダイバージョナルセラピーの現状と展望

ケアプランと生活課題に活かすダイバージョナルセラピー（茶谷利つ子教授）

高齢者の心と行動（行動分析学）

認知症への理解／脳科学の視点で

高齢者の生活文化と社会的背景（生活文化史と社会福祉）

高齢者のライフスタイルとスリープマネジメント（臨床心理学）

コミュニケーションの理論と多様な実践

ダイバージョナルセラピー プログラムの実際

ダイバージョナルセラピー プロセスの演習／グループワークによるプランニングからロールプレイ

各受講生による“ＤＴの実践”プレゼンテーション

小論文と面接による認定試験（DTAJ＆ARTA共同認定）



『ＤＴ通信』バックナンバー有り！ 認知症ケア研究誌に
「総説・ダイバージョナルセラピー」



DT ４つの key words

レジャー

ライフスタイル

チョイス コミュニケーション

三輪書店



ダイバージョナルセラピーの国際連携と多様性

日本：Diversional Therapy
ニュージーランド：Diversional and Recreational Therapy
オーストラリア（2022年から）、アメリカ、カナダ、イギリス、南アフリカ等：

Recreational Therapy

国際連携を展開→定期的なオンラインミーティングや国際イベントなど開催

Diversional Therapy & Recreational Therapy International Coalition

☆名称は異なっても同じ（近い）目的や Philosophy をもつ専門分野が
世界で連携している！

日本、オーストラリア、アメリカ、ニュージーランドの代表が覚書を交換（2019年8月）



Whakawhiti Matauranga o te Ao 

International Knowledge Exchange

Échange International de Connaissances

国際知識交流

2022年2月21日(月)～27日(日)
参加無料のオンライン（zoom）イベントです！

詳しくは日本ダイバージョナルセラピー協会（芹澤）まで : serizawa@dtaj.or.jp

グローバルに展開する
セラピューティックレクリエーション ＆
ダイバージョナルセラピーについて
プレゼンテーションに参加しよう！

。



DRT ＆ TR 「国際学びと交流イベント」 Visionから （2022）

レクリエーションは全ての人々にとっての権利です！ 

遊び(Play)には力があります。

身体的、社会的、精神的、認知的、感情的な問題に直面している人々

にとって、レクリエーションという形でのセラピーは特に強力なものとなりえます。

その人にとって夢中になれる有意義な活動は、スキルの再構築、気分の

改善、生活の質の向上、社会的つながりの強化に役立ちます。

レクリエーションは全体的な幸福感を高め、あらゆる年齢、文化的背景、

異なる能力を持つ人々に利益をもたらします。



ＤＴ のお仕事！

ＤＴの最も大切な仕事は、

その人が「好きなこと」「したいと思うこと」を最大限

実現させるにはどうしたらよいかを考えること。また、

その人が「何かをしたい！」「もっと生きたい！」という意欲が

持てるように、そのプロセスを創っていくこと。

ガブリエル・クープ氏（Red Leaf College 学長）



「ダイバージョナルセラピー」とは、

認知症や様々な疾病や障がい

によって人生に行き詰った状態

から、その人の Ｈappy な方向へ

転換するための多様な実践です。

ダイバージョン／Diversion
「もう一度、嫁に行きたいよ～！」



Diversional & Recreational 

Therapist

 

レジャー＆ライフスタイルの専門職



ダイバージョナルセラピー実践の基本プロセス

１．Assessment＝事前の調査→ライフビュー

（私をもっと知って…）

２．Planning＝計画･設計→ゴールの設定

（私は何をしたらいいの？）

３．Implementation＝実施→目的意識と観察
（私をよく見て…）

４．Evaluation＝事後の評価→改善し続ける
（私はこれからどうなるの？）



アセスメントが基本

① 個人的基本情報
名前、生年月日、出生地、医療的・身体的ニーズ等

② ライフストーリー
個人の生活歴や学業、職業、社会的背景、思い出等

③ レジャーアセスメント

過去、現在の趣味や興味、楽しみ、生きがい
これからやってみたいことなど

実践プロセスの中で
その人生に尊敬を感じる。

アセスメントは

その人の“人生の誇り”を知るために！

Ａ

Ｅ Ｐ

Ｉ



お生まれ 西暦： 年／大正・昭和 年／干支 月 日

生まれ故郷 どんなところ？

都会（ ）
海辺（ ）
山や川（ ）

子ども時代の印象や
思い出(好む昔の話など)

長く住んだところ、印象に残っている人
や場所

大人になってからの生活状況、主な仕
事歴や家業

得意なこと
好きな趣味
興味のあること

Ｐ(過去)

Ｃ(現在)

大切なもの等

人間関係
（ ）一人でいる方が好き （ ）グループで楽しむのが好き （ ）どちらも
（ ）判明できない ◎友人、気の合う人（ ）

願望：したいこと、行きたい所、会
いたい人は？

ＤＴアセスメントシート（ )
記入開始日 年 月 日 ■入居(利用)者名【 】年齢【 】【 男・女 】■記入者【 】

What?



現
在
の
状
況

< Strengths & Competencies >可能性・適性 <Limitations> 制限・限界

身体的

認知的

感情的

社会的

家族関係

夫・妻 ( 健在／死別／離婚等 )

子ども( 人／子どもを亡くした経験＜ある・ない＞／孫･ひ孫 人)

家族の訪問（頻度： ／最もよく訪問する人： ）

入所または介入の
動機

（ ）本人の希望   （ ）家族のすすめで了解
（ ）不本意で拒否的 （ ）職員として把握していない

多く見られる表情 明るい・笑顔・おだやか・受容的・攻撃的・拒否的・不満・怒り・悲しみ・あきらめ・無表情

特筆すべきこと気
づき



ダイバージョナルセラピー・プログラムの実際

 プログラムの目的と種類を把握する

■ Base プログラム

■ Individual プログラム

■ Therapeutic プログラム

全てのプログラムは“社会性”をもって提供
され、社会的な経験の楽しさにつなげる。

ソーシャルプログラム



レクリエーションのスケジュール
を掲示。期待とチョイスへ
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Clive Burden ナーシングホームのプログラム（2010年８月）

• エクササイズ、クイズ、ビンゴ

• バス ツアー、 イベント参加、ガーデニング

• Music and Movies, 絵画、入居者コンサート、コーラスなど

• コンサート、入居者コンサート、コーラス

• ワード・ビルディング（言葉あそび）

• 美容、ネイルケア ・メンズクラブ

• 教会サービス

• ルームビジット（お部屋訪問）

• シニアスポーツ

• 小学校へ訪問

• ハッピーアワー

• 入居者ミーティング

お部屋訪問



 プロセスを楽しむ（スキナーの生きがい論）

 チョイスをコミュニケーションの取り方

 回想を楽しむ

 五感で楽しむ

 ユーモアと笑い

 禁止しない環境で、

自由と自立を楽しむ

 自然を楽しむ

 仲間と楽しむ

ＤＴプログラムの楽しみ方

「自立」か? 「自律」か?

Independence or Autonomy 



こうすれば、もっと満足度の高いレクリエーションに！

 目的や意味を明確にする（これから何をする？認識してる？）

 目線を合せ、互いに社会人として向き合う

 集団の中でも個人に注目する

 個人のチョイスの機会を組み込む

 五感（視覚・聴覚・味覚・嗅覚・触角）に訴える要素を入れる

 できるだけ「本物」に触れる機会を組み込む

 職員も本気で楽しめる内容に！

ダイバージョナルセラピーのアイデアから



ソーシャルプログラム

社会人であり続ける「尊厳」

• 社会的資源との接点を持つ

地域の人との自然な出会い

施設の中も、一つの社会

社会に働きかける（選挙、ボランティア）

散歩は身近なソーシャルプログラム！

入院・入所生活にソーシャルの要素を

日本では！



ソーシャルプログラムの事例

➢自治活動・・・施設内の自治会、町内会への参加

➢地域に出て行こう・・・散歩（公園、幼稚園、郵便局、電車の駅、田や畑

喫茶店、市役所、市議会の傍聴、授業参観

➢メンズクラブ・・・男の寄り合い会、居酒屋、バー、キャバレー

温泉（足湯）、釣り、ボートレース、競馬

➢婦人会・・・お茶会、女子会（おしゃべり会）、バレンタイン等の手作り会、

➢ボランティア・・・雑巾を作って幼稚園に寄付、手作り品などでバザー

清掃、緑化運動などへの協力



オーストラリア＆ニュージーランドの

高齢者施設に見る生活デザイン

感性に働きかけるデザイン

記憶を刺激するデザイン

楽しさを感じるデザイン

個性を尊重するデザイン

ポジティブな生き方を支援するデザイン

禁止しないデザイン

コミュニティを取り込んだデザイン

Dementia 

Friendly Design



カーテンやカーペット、壁紙、家具などに、
家庭で使われているようなタイプを使う



カフェ 映画館

施設の中に街(コミュニティ)を作る
美容院、ショップ、カフェ、映画館など



認知症は、「閉じ込めない」「遠ざけない」

• ガーデンに向かって、常に解放されている…閉じ込めない！

• ガーデンに興味の対象を設置

• 感性に働きかける「センサリーガーデン」

• バス停のある「コミュニティーガーデン」

• 出てはいけないドアは、ドアに見せない…“閉じ込め感”のない工夫

• できるだけ生活に使われる用具を置く…遠ざけない！

• 手で触れられるものを身近に！…”触覚”の重要性



認知症ユニットはＧ階に！

閉じ込めない



何を求めて・・・？ ガーデンのアイデア

犬

鳥
鳥

花

お茶

芝生

水やり

散歩

そぞろ歩き 植物

休憩

語らい



バス停（徘徊の心理とコミュニティ感）





アートを活かす



ＮＺ



４年後



アウトドアで楽しむ！

フランス革命の日のランチ

フランス革命の日のランチ

コロナ中も外気浴が大切



個人の意思の尊重

私の部屋には、私の猫“スパーク”
がいます。彼は新しい家になれる
必要があるので、彼を外へ出さな
いでください。



ドアの工夫

ドアは占めたままに
しておいてください。



「チェア」＆「ベッド」に注目！

ソファとベッドメーキング



チェアが変われば
ケアが変わる





多動の方も座り心地が良ければ…

認知症治療病棟のジェルチェア

３か月後



両足の頸部骨折（入所施設にて）

↓
不穏と立ち上がりで骨折繰り返し
↓
拘束か？→認知症治療病棟へ入院

↓
ジェルチェアの使用→情動の安定

↓
本を読む(見る)楽しみ→笑顔

↓
コミュニケーションも！→通常の椅子でＯＫ

↓
生活の安定、レクリエーションにも参加へ！

ジェルチェア

精神科・認知症治療病棟でのジェルチェア活用事例

ベッドから離れ
居室から出て

みんなで楽しむ場へ！



ポジティブな生き方を支援する



自律を支援する多様な歩行器 職員を守る多様なホイスト（リフト）



物を運べる
ウォーカー

福祉用具は

生活を楽しむために



レジャー＆lifeスタイルのケアは

楽しく自分らしく生き抜くための

必須条件です。



ＤＴプログラムの
ベースとして！

ＳＯＮＡＳセッション

レジャー、ライフスタイル、

チョイス、コミュニケーション

全ての要素を四季の中で



グループを楽しみ、個別にアプローチする
SONAS／ソナス･セッション

 ＳＯＮＡＳセッションとは、アイルランドの修道院の遊びが発祥と言われていて、

「幸せ」「楽しい」の意味→現在もアイルランドでは認知症を伴う人々のためのプログラムとして

 音楽と会話をベースに回想、運動、遊び、五感（感性）への心地よい刺激、笑いなどの要素

 設定したテーマにそって、40～50分程度のセッションにその要素を組み込んで

ストーリーを作る

 コミュニケーションを促し、クライエントの楽しさ、心身の活性、能動的行動、

季節感や生活の実感、自己表現などを取り戻そうとするＤＴプログラムの一つ

 季節や生活に身近なテーマを選ぶ（例：雨、七夕、海、お盆やお彼岸、お月見など）

 自由な発想や発言を尊重し、表情の変化、感情の発露を見逃さない！

意味のあるレジャー
五感に働きかける
仕掛けづくり

集団の中で
個人に

フォーカスする！



プログラムのストーリー

テーマ 夏の暮らしと海

実施日時 場所 7月20日(金) 13：40～ ３階フロア

参加するスタッフ
進行・プレイヤー＝
サブプレイヤー＝
スタッフは、夏の私服で（ワンピース、アロハシャツなど）

テーマの目的
猛暑の続く7月は「夏の暮らし」をテーマとし、夏の生活習慣や風物詩
を思い出し、話をすることにより季節を感じる。特に海焦点をあて、
海の写真出イメージを膨らませ、砂や貝殻、水に触れる。海にちなん
だ遊びとして、ビーチボールなども。ガーデンに咲いている夏の花を、
自分で好きなものを選んで花盛りを作る。視覚と感触から夏を感じる。

参加者 参加者にも夏らしい服装やおしゃれグッズを用意する

ストーリー

①始まりの演奏｢海は広いな♪｣で参加者を誘う
②名札を付けてコミュニケーション
③季節の話題から｢夏｣のテーマを告げ挨拶
④「夏の思い出」を歌いながら、花を見て触れる
⑤好きな花をチョイスしてオアシスに生ける
⑥出来上がった花盛りを見て「夏は来ぬ」を歌う
⑦海を思い出し、海の写真を見る(椰子の実を見て「椰子の実」を歌う)

⑧麦藁帽子を選んでかぶる(前もって花の飾りを付けておく)

⑨「うみ♪」を歌いながら体を動かす(手話ダンスをベースに、
ボディーパーカッションなども)

⑩「海♪」（松原遠く～）「われは海の子」など歌う
⑪砂浜の砂(熱くしておく)や水に触れ、貝探しなど海の体験をする
⑫ビーチボールで遊ぶ(ブルーの大布と風船で海の戯れ)

⑬「憧れのハワイ航路♪」の歌を歌う…レイをつける
⑭フィナーレは、いつものフラ「見上げてごらん夜空の星を♪」
⑮「夕焼小焼♪」で解散

準備するもの
楽器（リコーダー、鉄琴）、写真、花、オアシス、海の砂(容器に入れて熱くしておく) 貝がら、
ビーチボール、水を入れた洗面器（砂に触った後の手洗いと“水の感触”。ビーチボール、浮き輪

購入するもの

ＳＯＮＡＳセッション計画表（例）
作成日：2017年7月20日(水)

作成者：芹澤







個別プログラム

個人に合わせた１対１のプログラム（場合によって複数も）

選択と自己決定の重要性と促進・援助

実施場所も時間も手法も、個人の状況と希望によって多様に対応

例：ルームビジット、個別の外出
読書、対話、個別の趣味活動・・・など

職員が一人ひとりのクライエントに集中できる

ボランティアの活用も必要

個別の記録をとる



ドールセラピー

• 愛する対象を身近に

• 「赤ちゃん」は社会的存在

• 「赤ちゃん」は入居者自身よりも弱者

• 「介護される」という“受け身の人”から
「お世話する」という“行動の人”へ→ポジティブアプローチ

• 愛する記憶を呼び起こす

• 最もポジティブな感情→ 「愛する」

想像力



日本のＤＴワゴン

ルームビジット



ターミナルのダイバージョナルセラピー

➢愛するものを身近に

➢五感に心地よい刺激

➢人生をゆっくり振り返る

➢わたしは一人ではない

➢生きてきてよかった

➢最後の望みをかなえて
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センサリーアプローチ





センサリールームでの定期的なセラピー





12か月間12回すべてのSONASセッションに
参加した人のMMSEのスコア
（
点
数
）
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同一年間に一度もSONASセッションに
参加しなかった人のMMSEのスコア
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７年間の
ダイバージョナルセラピーの取り組み

医療法人社団和風会 橋本病院

長野 綾（Ns） 宮本 郁子（Ns） 宮本 美恵子（Ns）

韓 憲男（MD） 橋本 康子（MD）

芹澤 隆子（DTコンサルタント）

第64回 日本病院学会でのプレゼンテーションより

医療法人社団和風会 橋本病院



目的・対象・方法

・ＤＴを導入して7年が経過し対象者の表情が豊かになったり
活 動性の向上がみられたが、DTの効果を客観的に測定す
る ツールがないかったため、定期的に測定している
ＦＩＭとＭＭＳＥをツールとして用い変化を比較しDTの効果の
指標とした

・入院患者２０名（６ヶ月以上入院継続している患者）

月に１度実施している「SONASセッション」に継続して参加して

いる１０名と非参加の１０名を対象とした

倫理的配慮

• 当院の規定に基づき患者様本人およびご家族の承諾を得た
ものを使用

ＦＩＭ=機能的自立度評価表（Functional Independence Ｍeasure）

18項目／１～７点で評価（126点）

医療法人社団和風会 橋本病院



ＦＩＭ総合得点比較
入院時と6か月後の比較
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FIM：社会的認知項目
入院時と6か月後の比較
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ＭＭＳＥ
入院時と6ヶ月後の比較
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結果・まとめ

• ＳＯＮＡＳセッションに継続して参加した参加群ではＦＩＭ/MMＳＥともに

緩やかに変動している。

• 非参加群ではどちらも低下傾向にあった。

• ＦＩＭ利得についても参加群と比較し非参加群の方が低値を示した。

• 今回の結果がダイバージョナルセラピーの効果によるものだけではな

いが患者にとって意味のある活動を取り入れる事、ＳＯＮＡＳセッション

などで五感を刺激する事で認知症高齢者でも楽しさを感じ飽きることな

く活動に参加する事ができた。

 継続して参加することで認知・運動機能の低下を予防する事ができた。

医療法人社団和風会 橋本病院



ニュージーランドDRT協会 National Conference 2024



アメリカ、カナダ、オーストラリア、日本からも参加



Congratuiations!!

Dear Orquidea

the New Zealand Order 

of Merit on the King's 
birthday honours



Orquidea in Japan



「SONAS」のワークショップ



We Never Give up!!

日本のＤＴは

世界に通じる！



ＤＴを受講した、ある大学生の言葉

ダイバージョナルセラピーとは、

どんな人も見捨てない

あたたかい場所。

広島国際大学心理学科／高齢者支援演習



日本ダイバージョナルセラピー協会

https://dtaj.or.jp/

Thank you for your attention！

See you again !
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